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の多い川村にとっては、協力者に対して、「作家としてな
んのために、なぜこのような作品をつくりたいのか」とい
う考えを伝え、納得してもらわなければなりません。その
過程でリサーチ作品の素材や制作のプロセスが当初想
定していたものと異なってくることもあるそうです。「その
場合、課題を明らかにし、どうすれば制作することが可
能かを再考します。困難ではありますが、私ひとりでは考
え付かないアイデアが生まれることもあり、このプロセス
は重要です」と言います。

普遍的題材から時代考察へ
社会における他者との関係性をテーマに据えて制作活動
をしてきた川村は、前作で母娘のインタビューに基づい
た映像を制作しました。この母娘が話すエピソードを編
集していく過程で、これは昭和から平成にかけての時代
の記録でもあることに気が付いたという川村は、今作で
は数組の夫婦のインタビューからオーラル・ヒストリー的
手法を用いて作品をつくります。
「インタビューさせていただいた方々のエピソードは、それぞ
れ彼女たちの体験の歴史が凝縮されていると感じました。
それをどのように作品にするか、考えているところです。」

「台湾と神戸には船のルートがあり、多くの人たちが行
き来した歴史があります。今回の作品を関西で発表で
きることは、感慨深く思っています。PARASOPHIAと同
時期開催ということもあり、海外からもたくさんの方が
いらっしゃると思うので、今回の私の作品を海外の方が
観た時にどのように感じるのかも興味があります」と川
村は語ります。
川村の問題意識は、夫婦や国家間の関係といった普遍
的な題材であるがゆえに、現代人が抱える問題意識とつ
なげて考えることができます。私たちはいかにして歴史
を認識し、過去に起こった問題を現在にどうつなげ、ど
のようにして次世代へ伝えることができるのか、鑑賞者ひ
とりひとりが改めて考える展覧会となることでしょう。

今年度選ばれたプランは、写真家の川村麻純による
もので、日本人と台湾人の夫婦に着目して、台湾と

日本の歴史を見つめ再考するというものです。第二次世
界大戦前後に生まれた人を対象としてインタビューを行
い、個人の半生から見えてくる日本と台湾の歴史を浮き
彫りにします。歴史の問題を意識しながら作品をつくるの
は今回が初めてという川村の、過去と現在を往還する試
みです。

他人から夫婦へ
川村が今作の着想を得たのは、前作《Mirrors	Portraits》
（2013、資生堂ギャラリー）で出会った81歳の女性からです。
彼女のご主人が台湾の方であったことを後に知った川村
は、1933年に日本に生まれた彼女が台湾人との結婚にい
たるまでに、どのような理由や背景があったのか、そして
どのようにして言葉の問題や習慣の違いを超え、意思の
疎通を図り、深い関係を築くことが可能だったのかについ
て、時代背景とともに掘り下げていきます。

リサーチから作品へ
観光で台湾を5回訪れたことがあるという川村。本作の
ためにリサーチとして訪れそこで出会う人々の半生を知
ることによって、日本人である自分をより強く意識し、日
本と台湾の負の歴史や様々な問題と向き合うようになりま
した。さらに、インタビューに基づいた作品をつくること
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展覧会ドラフト2015 川村麻純『鳥の歌』
会期：3月7日（土）－5月10日（日）
	 10:00－20:00	※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］
会期中、川村麻純とPARASOPHIA参加作家との
対談を行います。
対談①　×王虹凱（美術家）
日時：	3月7日（土）16:00-18:00
会場：	ミーティングルーム2
※逐次通訳あり
対談②　×やなぎみわ（美術家）
日時：	3月14日（土）16:00-18:00
会場：	ミーティングルーム2

※いずれも参加無料・申込不要
※イベント情報（P2）もご覧ください

展覧会に訪れる前に台湾との歴史を少しでも知っておくと、より実感を
伴った想像力が湧いてくるような気がします。年配の方と若い方が混ざっ
ていろんな対話が生まれる。そんな展覧会になるよう作家と綿密に話し合
いをしながら進めていきたいと思います。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

川村麻純 （かわむら ますみ）
他者との関係性に関心をもち、映像と写真で作品を制作している。
2012年、東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術表現専攻修士課程修了。
◎主な個展
2013	 第7回shiseido	art	egg展『川村麻純	Mirror	Portraits』（資生堂ギャ

ラリー、東京）

2012　『Mirror	Portraits』（LIXILギャラリー、東京）
2011　『Mirror	Portraits』（AIT、東京）

PROFILE

展覧会ドラフトは、今日さまざまな展開をみせるビジュアル・
アートにおいて「いま求められる展覧会とは？」という命題の
もとに展覧会企画を公募し、気鋭のキュレーターによる書類
審査とプレゼンテーション審査を経て最終的に選出された
企画を、実際に展覧会として実施するプログラムです。今
回はPARASOPHIA特別連携プログラムとして、河本信治
（PARASOPHIA:	京都国際現代芸術祭2015アーティスティックディレク

ター）が審査を行いました。

3月7日（土）、PARASOPHIA:	京都
国際現代芸術祭2015がオープニング
を迎え、京都が現代芸術に染まる
65日間がいよいよ幕を開けます。
※P4もご覧ください
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

展覧会ドラフト2015
川村麻純『鳥の歌』
審査員の河本信治により選出された川村麻
純の展示プランを実現。台湾と日本の関係史
をテーマとした映像、写真によるインスタレー
ション作品を展示。
会期：	3月7日（土）－5月10日（日）
	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南
※Topic01(P1)もご覧ください

［関連企画］
川村麻純とPARASOPHIA参加作家との対談。
対談①　×王虹凱（美術家）
日時：	3月7日（土）16:00-18:00
会場：	ミーティングルーム2
※逐次通訳あり
対談②　×やなぎみわ（美術家）
日時：	3月14日（土）16:00-18:00
会場：	ミーティングルーム2

※いずれも参加無料・事前申込不要

わざゼミ染織作品展『瞬
とき

を彩る』
伝統工芸の技術を学ぶ集中講座「わざゼミ」
で染織を学んだ受講生による作品展示。
会期：	3月13日（金）－3月21日（土・祝）
	 10:00－20:00 ※最終日は17:00まで
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	大広間
※Topic02（P4）もご覧ください

伝統

第324回 市民寄席
日時：	3月1日（日）
	 開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
出演・演目：笑福亭飛梅「米揚げ笊」 

桂よね吉「蛸芝居」 
桂小春団治「断捨離ウォーズ」
笑福亭松枝「貧乏花見」
（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都

店、高島屋京都店、チケットぴあ（P 
コード：441-429）

五感で感じる和の文化事業
創生劇場 『Ophelia Glass－暗黒ハムレット－』
日本舞踊、能、狂言、浪曲、華道、ダンス、舞
踏と幅広い分野の演者たちが、共同でクリ
エーションを行うなかで新たな表現を模索し、
オフィーリアの視点から「ハムレット」の物語を
紡ぎ出します。
日時：	3月7日（土）
	 開場15:30 開演16:00 ※受付15:00
会場：	先斗町歌舞練場（中京区）
演出：	山本萌（金沢舞踏館主宰）
脚色：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
出演：	若柳吉蔵、豊嶋晃嗣、善竹忠亮、春野

恵子、笹岡隆甫、MuDA〔QUICK、内田
和成、三重野龍、CHIBIGUTS、田崎洋輔、
福島駿〕、金沢舞踏館、河村大、新内枝
幸太夫

料金：	前売2,500円／学生・25歳以下1,500円
チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴあ

（Pコード：441-563）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第21回「いけばなの心を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企
画。3月は、いけばなの角度から日本文化に
迫ります。
日時：	3月20日（金）19:00－20:30
会場：	和室「明倫」
講師：	中野恭心（華道本能寺家元華務長）
料金：	無料
定員：	30名（先着順／要事前申込）

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開
催するお茶会です。席主によって趣向が異なるの
で、毎回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

いっぷくによる明倫茶会
今年で発足10周年を迎える京都芸術セン
ターのボランティア・スタッフと友の会の有志
による「茶の湯体験サロンいっぷく」が、「茶の
湯のいろは」を テーマに茶会を開催します。 
日時：	3月28日（土）
	 11:00／13:00／14:00／15:00 
会場：	和室「明倫」、大広間 
席主：「茶の湯体験サロンいっぷく」 
内容：	抹茶 
定員：	各席20名 
料金：	1,000円 
申込締切：3月6日（金）〔必着〕

超縄文
現代美術の普及に努める「超京都」による縄
文人の食生活をイメージした茶会。
日時：4月25日（土）13:00／14:30
会場：	和室「明倫」、大広間
席主：	超京都（代表：松尾惠）
内容：	縄文期の食べ物と飲み物（イメージ）、お話
定員：	各席30名
料金：	1,000円
申込締切：4月10日（金）〔必着〕

申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名
･ 電話番号･希望時間、同席希望の方
がいる場合は氏名を明記の上、締切
日までに申込〔必着〕。ウェブサイトから
も申込可。応募者多数の場合は抽選

演劇

KAC Performing Arts Program 2014
/ Contemporary Theater Program

「演劇計画Ⅱ －戯曲創作－」関連企画
シンポジウム「ニッポンの悲劇」
秋の新作上演に向けて、戯曲を創作するプ
ログラム。今回はゲストを招き、テーマである
「悲劇」について考察します。
日時：	3月16日（月）19:00－21:30
会場：	フリースペース
出演：	佐々木敦（批評家／早稲田大学教授）、

宮沢章夫（劇作家／演出家／小説家／遊園
地再生事業団主宰）、森山直人（演劇批評
家／京都造形芸術大学舞台芸術学科教授）

料金：	無料（要事前申込／先着順）
定員：	40名

ダンス

KAC アーティスト・イン・レジデンス
プログラム2014 
インバル・オシュマン×ヤネッツ・レヴィ
によるダンスパフォーマンス＋映像上映 
“The Cuckoo’s Cry”
日本初来日となるイスラエル人振付家と劇作家
が、日本人映像作家と京都で共同制作したダ
ンスパフォーマンスと映像を上演します。
日時：	3月29日（日）開場16:30 開演17:00
会場：	フリースペース
振付：	インバル・オシュマン（振付家・ダンサー）
構成・演出：ヤネッツ・レヴィ（劇作家・小説家）
映像：	古木洋平（映像作家）
料金：	無料
※事前申込不要
※Topic03（P4）もご覧ください

PARASOPHIA:
京都国際現代芸術祭2015

アーノウト・ミック『異言』
大企業の社内行事と現代の宗教儀式とをパラ
レルに見せることにより、国境を越えた新た
な宗教運動の出現について探究する大規模
なインスタレーションを展示。
会期：	3月7日（土）－5月10日（日）
	 10:00－19:00

※月曜閉場、ただし3月9日（月）と5月4日
（月・祝）は開場。入場無料

会場：	講堂
※P4もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

ヤマガミユキヒロ「展覧会報告会」
昨年制作した2つの大きな作品、「都市の印
象」と「新宿コーリング」の制作時の話と、展
覧会についての報告会。
日時：	3月8日（日）14:00－15:30
会場：	制作室8
定員：	15名

OFT 「フリートークから演劇を立ち上げる」
お喋りをするのは楽しいものです。そこに少
しだけ付け加える遊び心で演劇が立ち上がっ
てきます。日常と演劇の境界線でふわふわ遊
んでみませんか。
日時：	3月9日（月）19:00－21:00
会場：	ミーティングルーム2
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

夕暮れ社弱男ユニット「絵が描けなくても
大丈夫!!洋服をデザインしてみよう!!」
コラージュの技法をつかって、絵が描けなくて
も、イメージを形にする方法を体験しましょう。
日時：	3月14日（土）13:00－17:00
会場：	制作室8
定員：	10名
持ち物：はさみ、スティックのり、筆記用具
※小さなお子様は大人同伴のこと

下鴨車窓
「戯曲の書き方講座 ～ワンシーンから
始めてみる～」
演劇の上演台本（戯曲）を書いてみたいと思う
人のための講座です。一回目では基礎的な知
識を学んでいただき、二回目では課題として
受講者が書いた戯曲を読み合わせてみます。
日時：	3月16日（月）19:30－21:30
	 3月23日（月）19:30－21:30
会場：	制作室12
定員：	5名（通し参加）
持物：	筆記用具

広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 8」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物
語の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	3月19日（木）19:00－21:30
会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

Virginia Project「縄文のお作法」
「縄文時代」をキーワードに、あらゆるシチュ
エーションを用いて架空の作法を作ってみま
しょう。未知の身体条件や生活環境を想像し、
「美しい所作とは何か」を探ります。
日時：	3月24日（火）15:00－17:00
会場：	制作室8
定員：	10名
対象：	小学校高学年以上
※動きやすい服装でお越しください

畠中光亨 「オープンアトリエ：自身の制作
と日本画についての話」
制作した作品を実際に観ながら、日本画の材料
や表現についてお話しします。かつては、世界
中どこでも絵具の原料には天然顔料を使って
いましたが、今では化学顔料に代わってしまい
ました。なぜ天然顔料にこだわるのか、なぜ絵
画は平面でなければならないのかを語ります。
日時：	3月28日（土）、29日（日）
	 13:30－15:30（両日共）
会場：	制作室4
定員：	なし（事前申込不要） 

発表支援事業（共催事業）

「パク・ガヒ氏レクチャー」
ソウル市立美術館の学芸員パク・ガヒ氏を招
聘し、レクチャーを開催。
日時：	3月5日（木）19:00－21:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
主催・問合せ：東山 アーティスツ・プレイスメ
ント・サービス（HAPS）
　TEL：075-525-7525
　E-mail：info@haps-kyoto.com

制作支援事業

セレノグラフィカ ダンス公演
「踊って文化会館～身体と心に届くダンス
をどうぞ～」
日時：	公演…3月1日（日）
	 　　　開場13:30 開演14:00
	 ワークショップ…2月24日（火）－3月1日（日）
会場：	近江八幡市文化会館 大ホール（滋賀県

近江八幡市）　　　　
料金：	一般前売1,000円／当日1,500円
	 高校生以下500円／当日1,000円
主催・問合せ：近江八幡市文化会館
　TEL：0748-33-8111

WI’RE『XVI 塔』
日時：	3月6日（金）開場18:30 開演19:00
	 7日（土）開場16:30 開演18:00
	 8日（日）開場16:30 開演18:00

※開場から開演までは舞台空間を自由に
体験していただけます

	 	 ※上演時間は約60分
会場：	CLUB Q2（兵庫県神戸市）
料金：	2,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：C.A.P.（芸術と計画会議）／WI’RE
　TEL：090-9271-8284
　E-mail：wire@to.707.to

ニットキャップシアター『カムサリ』
日時：	3月13日（金）19:30
	 14日（土）14:00★／19:00
	 15日（日）13:00／17:00

※受付開始は開演の60分前。開場は開演
の20分前
★終演後、古事記リーディングのイベントあり

会場：	AI・HALL（兵庫県伊丹市）
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円

［ペア］5,000円（前売のみ）
［ユース・学生］2,500円（25歳以下、前
売・当日共）
［高校生以下］1,000円（前売・当日共）

	 	 ※自由席・日時指定
問合せ：ニットキャップシアター
　TEL:：090-7118-3396 
　E-mail：info@knitcap.jp

MONO 第42回公演『ぶた草の庭』
日時：	3月18日（水）19:30◎
	 19日（木）19:30★
	 20日（金）19:30
	 21日（土・祝）14:00／19:00
	 22日（日）14:00
	 23日（月）19:30
	 24日（火）19:00
会場：	HEP HALL（大阪市北区）
料金：	指定席3,800円（前売・当日共）
	 初日割引3,300円（前売・当日共）
	 U-25チケット2,000円（25歳以下）

※U-25チケットは前売のみ、席指定不可
問合せ：MONO
　TEL ：075-525-2195 
　E-mail： info@cucumber-m.com

第237回 市民狂言会 
日時：	3月13日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	伊文字、薩摩守、樋の酒、八尾
出演：	茂山千五郎、七五三、あきら ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（P コード：441-348）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

2015年度 市民寄席 年間席札発売
公演日：5月15日（金）、7月7日（火）、9月

8日(火)、11月4日（水）、2016年1
月24日（日）

会場：講堂
※2016年1月24日（日）はロームシア
ター京都にて

料金：6,000円（全5回分）
※お一人様2枚まで。完売次第終了
京都芸術センターにて、3月1日（日）10:00よ
り発売
年間を通して前売券をご購入いただくより
も安くなります

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

作家ドラフト2016
作品展示プラン募集
若手アーティストの発掘・支援を目的と
した作品公募。ギャラリー北・南のいず
れかの空間のための作品展示プランを
公募します。
募集期間：3月7日（土）－5月10日（日）

〔消印有効〕
審査方法：書類専攻にて各ギャラリーに

つき入選者各1名（組）を決定
審査員：小沢剛（アーティスト、東京藝術大

学先端芸術表現科准教授）
支援内容：
・	作品制作、運搬、展示及び撤去のた
めの費用として、1名（組）につき30万円
を支給

・	広報及び宣伝協力
・	会期中及び展覧会準備期間中のアト
リエ提供（入選者で共有、使用期間は調整
のうえ決定）
展覧会開催日程：2016年2月
展覧会会場：ギャラリー北・南

「PARASOPHIA: 京都国際現代
芸術祭2015」サポートスタッフ募集
会期中の運営業務を支えるサポートス
タッフを募集します。芸術を学ぶ学生、
アートに興味がある方、とにかく芸術祭
に関わってみたい！という方、ぜひご応
募ください。
活動期間：5月10日（日）まで
対象：
・	18歳以上。国籍不問。日本語の会話能
力を有する方
・	英語等多言語のできる方歓迎
※活動は無償（報酬・交通費なし）。事務局の負
担により、ボランティア保険に加入。
　詳細は下記ウェブサイトをご覧ください
　WEB：www.paravol.jp
※P4もご覧ください

第32期 制作室使用者募集
芸術家（団体）の活発な創作活動を支援す
るため、造形および舞台芸術作品の制
作を行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2015年10月1日（木）－2016年

9月30日（金）
応募期間：3月1日（日）－31日（火）〔必着〕
使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヶ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動
を展開していること

・	制作した作品を京都芸術センター以外の
場で発表する具体的な計画があること

・	市民との交流に対して意欲的であること

トラディショナル・シアター・トレーニング
（T.T.T.）2015 受講生募集
トラディショナル・シアター・トレーニング
（T.T.T.）は、舞台芸術に携わる人を対象と
した3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：	7月24日（金）－8月12日（水）
応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術に
関わる表現活動もしくは研究活動を行って
いる方。原則として、オリエンテーションか
ら発表会までのすべてのスケジュールに
参加できる方。伝統芸能を積極的に学ぶ
意欲のある方。国籍・年齢・性別は不問。
定員：	24名（能・狂言・日本舞踊 各コース8名

程度）
受講料：一般70,000円／学生・アーティ

スト（※審査あり）50,000円、
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受
講した方）一般50,000円／学生・
アーティスト40,000円
※4月15日（水）までの申込について
は、早期割引として各受講料より
5,000円引き

締切：	6月30日（火）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度選考し、結
果通知。定員になり次第、募集を打ち切ります

募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付または持参
（持参の場合は締切日の20時まで）。

じゅうろく、とう
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阪神・淡路大震災の発生から20年が経過した2015年、

兵庫県の各地で震災を主題とした展覧会が開催されてい

る。兵庫県立美術館の常設展示室を会場に開催された展

覧会「阪神・淡路大震災から20年」もそのひとつである。本

展は、第一部で古今東西の自然災害を描いた絵画作品を

展示したのち、第二部において震災で美術館や美術作品

が被った被害や修復後の作品の現状について記録や資料

を交えて報告し、続く第三部で震災から10年後の被災地を

撮影した米田知子の写真を展示するというものであった。

ところで、2015年といえば映画『バック・トゥー・ザ・

フューチャー』で未来として描かれた年でもある。しかし、

実際のところタイムマシンはまだ発明されそうにない。そ

れゆえ私たちはマーティ・マクフライのようにタイムマシン

によって過去を直接的に経験することはできない。私たち

の多くは教科書によって過去を知るわけだが、それは歴

史家たちが現在に残存する事物や紙類、あるいは大地に

遺された数多の遺跡を通じて―探偵が現場に残された

痕跡から犯人を推測するように―過去の事象に迫った

ことの成果なのである。現在時に残存する痕跡を媒介＝

メディウムにして歴史が記述され、過去が想起される。

美術作品もまた歴史を語り過去を想起する糸口となる。

本展の第一部において観賞者は、災害を描いた作品を手

がかりにして、災害に対する作者の心情や思想、それが

作られた歴史的状況を思い起こすことになる。ただし、美

『阪神・淡路大震災から20年』
2014年11月22日（土）－2015年3月8日（日）

兵庫県立美術館（兵庫県神戸市）

様々な人物をシームレスに演じたりすることで、自他の区

別を曖昧なものにしている。また、原作にはないドッペル

ゲンガーの挿話を付加したことも、唯一無二の存在であ

るべきだという自己像に揺さぶりをかけている。

ドッペルゲンガーは芥川にとって重要なモチーフであ

り、巫女の口寄せにも共通点が見出せるから、唐突な脚

色という訳ではない。sunday版では、死んだ男は多襄丸

を指して「もう１人の自分が妻を襲っているように感じなく

もない」と言い、多襄丸もまた水面に映る自分の顔を指し

て「全くの別人」と言う。藪の中は確固たる自分を見失う場

所、自分ではない自分に出会う場所なのである。さらに、

男の自殺と芥川の自殺が続けざまに表現されるに至って

は、男と多襄丸と芥川が１人の演者の肉体越しに、重なっ

て見えてくるのである。

自分は一体何者かという問いは、『オイディプス王』以

来、演劇史上繰り返し発せられてきた。それは俳優と人物

の関係を見れば明らかなように、演劇が構造的に内包し

ている矛盾だからなのかもしれない。本作はこの意味に

おける演劇の根源的問題に、改めて気づかせてくれたよ

うに思える。 （1月23日観劇）

ジュリアナ・バーウィック（Julianna Barwick）

1月26日（月）

島之内教会（大阪市中央区）

自身の歌声をリアルタイムでサンプリングしてループを

作り、それを幾重にも重ねた幻想的なサウンドで高い評価

を集めてきた米国ニューヨークのブルックリン区在住の才

媛、ジュリアナ・バーウィック。2011年に発表したアルバム

『The	Magic	Place』が、現在進行形のオルタナティヴな

ポップ・ミュージックの動向に世界的な影響力を誇る音楽

せ持っている。ループ・マシンをライブに導入して、アート

性の高い音空間を作り上げる海外の女性シンガーソングラ

イターは近年に徐々に増えているが、ジュリアナ・バーウィッ

クはその可能性を最も大胆な形で広げている音楽家ともい

えるだろう。

ライブは、前半は美しい声のループのハーモニーがじわ

じわと高揚感を高める楽曲を中心に聴かせ、徐々にシンプ

ルなピアノやコズミックなギターなどのミニマルな伴奏も

加えながら、後半は最新作の『Nepenthe』で際立っていた

インディ・ポップ的なメロディの良さや曲構造を以前よりも

わかりやすく浮き立たせた新境地的な楽曲群へ。曲間に

MCなどを挟むこともなく、淡 と々曲を進めていくステージ

だったが、水面に水彩画を落として微妙に変化していくミ

ニマルなアートを映し出す円形のスクリーンと、曲の展開

に合わせて光量に強弱を付ける6つのライトを使って、ほの

かに変化していく楽曲に視覚面でもシンプルな演出を加え

ていたのも効果的だった。

インディ・ポップの領域に活動の軸を置きつつも、ネオ・

クラシカルやニュー・エイジ、エレクトロニカ的な魅力も内

批評サイトの“ピッチフォーク（Pitchfork）”にて10点満点の

8.5点を獲得し、続く13年作『Nepenthe』はシガー・ロスの

プロデューサーを迎えてアイスランドにて録音。教会音楽

やグレゴリオ聖歌のようである一方で、アンビエントやミ

ニマル音楽的な響きを併せ持ったヴォイス・シンフォニー

は、日本のコアな音楽ファンの間でも静かに注目を高めて

きた。そして実現した初となる来日公演は、教会というロ

ケーションの良さも相まって（東京公演も品川教会で行わ

れた）、彼女のミステリアスな音楽の魅力を深く印象付ける

アクトとなった。

使用している機材は1台のシンセサイザーとループ・マシ

ンのみながら、マイクを通して歌った一節を幾重にもルー

プさせつつ展開していく彼女の楽曲は、多彩な声のレイ

ヤーの中に様々な音楽を想起させた。讃美歌などはもちろ

んのこと、北欧のトラッドや合唱曲、あるいは現代音楽や

ノイズでも多用されるドローンなど。ただ、そのようなエク

スペリメンタルな要素を多分に含みながらも、シリアスに

なり過ぎず、時折インディ・ポップ的なメロディが顔を出し

たり、初期のエンヤなどにも通じるような親しみやすさも併

包した彼女の音楽はカテゴライズが難しいが、昨年は人気

ロック・バンドのフレイミング・リップスの最新作へもゲスト

参加。ジャンルレスに活躍の場を広げ続ける異才として、

今後の動きにも注目しておきたい。

よしもと	ひですみ／音楽ライター●昨年には『アフロ・ポップ・ディスク・ガ
イド』を監修。『Jazz	The	New	Chapter』『中央ヨーロッパ現在進行形ミュー
ジックシーン・ディスクガイド』にも寄稿しています。

声のループが織りなす
NY発の現代の讃美歌!?

音楽

吉本秀純

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　3 / 1 ▲ 3 / 31

図書室休室日：3月31日（火）

山科の藪の中で男の死体が見つかる。容疑者多
た

襄
じょう

丸
まる

、

男の妻真
ま

砂
さご

、巫女の口を借りた男の霊が各々証言するが、

その内容は一致しない。殺害の契機は多襄丸が男の眼前

で真砂を襲ったことにあるのは確からしいが、３人とも殺

人犯は自分だと告白する（男は自殺を主張）。そして真相が

読者に知らされることなく物語はあっさりと終わる。

だから芥川龍之介の「藪の中」は侃々諤々の議論を生ん

できた。行間を読んで何とか矛盾を解消し犯人を特定し

ようとするもの、いや矛盾は矛盾のまま抱えるべきで、そ

れこそが現実の姿だとするもの等々。要するに、一つの謎

が、詳細な分析と逞しい想像力と多様な解釈を呼び込ん

だ訳だ。

私の関心は別段珍しくもないだろうが、事件が起きた

「藪」自体にある。全ては藪の為せる業、と言いたくなる

ような存在感が読後に残る。人を眩惑し、条理も通らない

藪。「竹に交った杉むら」（原作）は、まさに「木に竹を接い

だ」ような場所だ。それをsundayはどう具象化するのか、

どんな暗示を担わせるのか期待した。

舞台の中空には、鏡やスクリーンが所狭しと吊されてい

る。演者がその間をかいくぐる度に像が映し出されて拡散

する。それが劇の進行と共に、もう１人の自分に出会うよ

うな、不気味な印象を帯びるようになる。自己同一性が揺

らぐ場所として藪を捉えようとしたのがsundayの『やぶの

なか』［モノローグバージョン］だったのではないか。

それはもちろん脚色の方法にも現れている。本来１人の

登場人物の台詞を３人が繰り返し話したり、１人の演者が

まさき	よしかつ／演劇研究・批評●私の専門である近代演劇史研究に
とって、同時代の劇評は重要な資料になりうる。だから恩送りという訳で
はないが、未来の読者も意識して書いてきたつもりだ。将来書かれる演
劇史に、批判であれ何であれ役立てば幸いである。

自己同一性の揺らぐ場所

修復と復興

演劇

美術

SHOW劇場vol.9
sunday play 日本の名作#3 『やぶのなか』
1月23日（金）－26日（月）

吹田市文化会館メイシアター小ホール（大阪府吹田市）

正木喜勝

林田新

術作品が物語る過去は必ずしもそれが作られた当時の時

代に限定されるわけではない。事後的に刻みつけられた

痕跡はその作品の来歴を知る手がかりとなるのであり、震

災によって破損した美術作品の傷は、作品が被った被災

という過去を喚起する。その意味において、本展の第二

部で示される被災した美術品を修復する行為は、被災の

痕跡、作品が経験した過去を抹消することにほかならな

いのである。過去の痕跡とその抹消という主題は、第三

部の米田知子の展示に敷衍される。米田が2004年に撮影

したこれらの写真には、人気のない部屋の一室や整地さ

れた空き地が写っているのみである。しかし、傍らに添え

られたキャプションが、その一室が被災者の遺体仮安置

所であり、その場所が震災被害の大きかった地域であっ

たことを教えてくれる。が、その痕跡はもはや残っていな

い。被災した美術品の修復がそうであるのと同様に、復興

とは震災の痕跡を抹消していく過程でもある。

今日において美術館は大型企画展における観客動員

数や収益ばかりが取り沙汰される。しかし、ミュージアム

とはムセイオン、つまりは記憶の女神であるムネモシュネ

を祀った神殿の名に由来する言葉であったはずだ。震災

から20年を経て常設展示室で慎ましく展開される痕跡と

その抹消のダイナミズム。それは美術館の在り方そのもの

への問いなのかもしれない。

はやしだ	あらた／京都市立芸術大学芸術資源研究センター研究員●
1月17日の京都新聞にインタビューを掲載していただきました。今回のレ
ビューにもかかわる内容となっておりますので、是非ご笑覧ください。

米田知子	《空地	Ⅱ－市内最大の被害を受けた地域》
2004年	国立国際美術館蔵	copyright	the	artist	courtesy	ShugoArts

撮影：清水俊洋

photo	by	Yoshikazu	Inoue

展覧会ドラフト2015	川村麻純『鳥の歌』（3/7－5/10）

PARASOPHIA:	京都国際現代芸術祭2015	アーノウト・ミック『異言』（3/7－5/10）

わざゼミ染織作品展『瞬
とき

を彩る』

展覧会ドラフト2015	川村麻純『鳥の歌』
［関連企画］対談①　×王虹凱（美術家）

五感で感じる和の文化事業
創生劇場	『Ophelia	Glass－暗黒ハムレット－』

第324回	市民寄席

いっぷくによる明倫茶会

KAC	アーティスト・イン・レジデンス	プログラム2014	
インバル・オシュマン×ヤネッツ・レヴィ	“The	Cuckoo’s	Cry”

KAC	Performing	Arts	Program	2014	/	Contemporary	Theater	Program
「演劇計画Ⅱ	－戯曲創作－」関連企画	シンポジウム「ニッポンの悲劇」

展覧会ドラフト2015	川村麻純『鳥の歌』
［関連企画］対談②　×やなぎみわ（美術家）

五感で感じる和の文化事業	月イチ☆古典芸能シリーズ
第21回「いけばなの心を知る」

［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学	「からだで本をよむ	8」［明倫WS］ヤマガミユキヒロ「展覧会報告会」

［共催］「パク・ガヒ氏レクチャー」

［明倫WS］OFT	「フリートークから
演劇を立ち上げる」

［明倫WS］夕暮れ社弱男ユニット「絵が描けなくても
大丈夫!!洋服をデザインしてみよう!!」

［明倫WS］下鴨車窓	「戯曲の書き方講座
～ワンシーンから始めてみる～」

［明倫WS］下鴨車窓	「戯曲の書き方講座
～ワンシーンから始めてみる～」

［明倫WS］Virginia	Project「縄文のお作法」

［明倫WS］畠中光亨
「オープンアトリエ：自身の制作と日本画についての話」
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter
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PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
3月7日（土）開幕！
　PARASOPHIAは、京都市美術館、京都府京都文化博物館
別館をメイン会場に、京都芸術センター、堀川団地、鴨川デル
タ（出町柳）など、複数の会場が有機的に連携し、世界の第一
線で活躍する約40名の作家が作品を発表する国際展です。
　京都芸術センターでは、アムステルダムを拠点に活動する
アーノウト・ミックの最新作となる大規模な映像インスタレー
ション『異言』を展示します。作品タイトルである「異言（Speaking 
in Tongues）」とは、キリスト教において、宗教的恍惚に陥った人
が一般人に理解しがたい言葉を話すことを意味します。ミック
は、現代社会が抱える様 な々問題を扱う映像作家であり、「あ
いちトリエンナーレ2013」では東日本大震災直後の避難所を再
構成したビデオインスタレーションを展示しました。本作『異言』
では、大企業の社内行事と現代の宗教儀式とをパラレルに見
せることにより、国境を越えた新たな宗教運動の出現について
探究するものです。ミックは演じられたシーンとドキュメンタリー
を同時に見せ、現実とフィクションを融合させることで、ドキュメ
ンタリーよりもリアルな体験として感じさせる装置を作り出しま
す。小学校であった頃の雰囲気を色濃く漂わせる京都芸術セ
ンターの講堂と、気鋭の作家との化学反応をご覧ください。

サポートスタッフ引続き募集中
会期前から多岐に渡って活躍しているサポートスタッフも、

とうとう本格的な活動が始まります。たくさんの方に芸術祭を
気持ちよく楽しんでいただきたいという思いのもと、サポート
スタッフは直前まで研修を重ねてきました。古都・京都で初め
て開催される大規模な国際展であるため、海外からのお客さ
まも多いことが想定されます。全3回に渡り実施した英語研修
では、展覧会場で想定される基本的な英語対応について学
びました。自身もアーティストであるウィル・ホールさんが講師
を務め、参加者が来場者役とサポートスタッフ役に分かれて
模擬対応をしてみたり、学んだ表現を盛り込んだ短い寸劇を
作って発表したり。とても賑やかな研修の時間となりました。
また、車いすで来場するお客さまへの対応も想定し、京都
YMCA国際福祉専門学校の協力のもと、車いす介助研修を実
施。普段気に留めることのない小さな段差が、車いすに乗って
みると大きなハードルになることもあります。英語研修同様、参
加者は実践的な研修に真剣に取り組みました。
展覧会場内での案内・誘導に加え、サポートスタッフが企画か

ら参加した会場をめぐるツアーも実施します。サポートスタッフ
は会期中も登録を受け付けています。気軽に活動を始められ
るので、ぜひご参加ください。

技術と表現のあいだで

京都芸術センターでは、2014年度のレジデン
ス・アーティストにイスラエル出身の振付家・

ダンサーであるインバル・オシュマンと小説家・劇作
家のヤネッツ・レヴィを招聘します。ふたりはダンス
フィルム作品のための撮影と制作を行い、その成
果報告として、3月29日にダンスパフォーマンスと映
像上映を行います。

「ダンスフィルム」という聞きなれない言葉。海外で
は多く制作され、上映もされていますが、日本ではあ
まり見る機会がありません。これは、ダンサーが踊る
ときの背景に映される映像や、プロモーションビデオ
といったものではなく、簡単に言うと、テーマに基づ
いて振付されたダンスを記録し編集した映像作品の
ことです。
前作《M-Stabat	Mater》（2013）では、タイトル

にあるように「母」を意味する言葉に多く使われる
「M」と「Stabat	Mater(悲しみの聖母)」という13世
紀のカトリック教会の聖歌を題材に、4名の女性ダ
ンサーが濃密に絡み合いながら聖と俗の世界を
静謐に表現したダンス作品をつくりました。今回の
京都での制作において、インバルとヤネッツは松
尾芭蕉が詠んだ俳句の世界をダンスで表現するこ
とに挑戦します。

Even in Kyoto　hearing the Cuckoo’s cry
I long for Kyoto
京にても　京なつかしや　ホトトギス

この句は、「京都にいてもなお、ホトトギスの声を聞
いているうちに、先人たちが愛した古の京都に想いを
馳せてしまうことだ」と芭蕉が京都を訪れた際に詠ん
だと言われています。
インバルとヤネッツにとって、京都は未踏の地。芭
蕉が思い焦がれる「古都、京都」の魅力を二人は想像
を膨らませ、作品の構想を練ります。また今回は、京
都に拠点をおく映像作家やダンサー、照明家たちに
よる協働で、二人の想像世界の再現に力を添えます。
春の訪れが間近に迫った京都を肌で感じること

で、二人の感覚はより研ぎ澄まされ、新たな感性が
芽吹くのではないでしょうか。彼らにとって初めての
京都体験がどのように芭蕉の俳句の世界を表現する
のか、滞在の締めくくりとなるダンスパフォーマンス
と映像上映にご期待ください。

続ける作家たちによる展覧会を開催します。
一人前になるには10年以上かかると言われる織の
世界ですが、作家として自立するには、絶え間ない
技術習得の努力に加え、自分らしい表現を獲得して
いくことが必要です。今回の展覧会にむけて、出展
作家が自分の表現と向き合う機会を得るため、講師
をまじえて4回の意見交換会を実施してきました。は
じめは技術面重視の作品プランを持ってきた作家た
ちでしたが、「表現したいという強い気持ちは、見る
人の心にも響く」という講師の言葉に触れ、何を表現
するか、そのために技術をどう生かすかを考え始め
ました。
雲間から差し込む陽の光が、初夏の気配を感じさ
せるひととき。乾いた風が運ぶ秋の草花の匂い。そ
のような一瞬のイメージを思い描きながら、糸や染
料、染め方や織り方といった構成要素を選択してい
きます。思いを形にする喜びと、表現媒体としての織
の魅力にあらためて触れた作家たちは、何度も試織

染織という言葉でイメージされる「機
はた

織
お

り」は、長
い工程の最後の一段階にすぎません。実際に

は、糸を機にかけるまでに、多くの複雑な作業の積み
重ねがあり、その各工程が一つ間違えば作品全体に
影響を及ぼしてしまう程、正確さを要するものです。
わざゼミの染織講座「自分で染める	自分で織る」

は、初心者も含め、織の技術を学ぶ意欲のある人を
幅広く受け入れています。他とは一線を画する、合
宿のようなハードな内容ですが、講師の丁寧な指導
のもと、受講生は実践を通して確実に技術を手に入
れています。今回は、講座終了後も精力的に制作を

を繰り返し、丁寧にイメージを形にしてきました。
経
たて

糸
いと

と緯
よこ

糸
いと

という一見ミニマルな媒体ながら、多く
の手間と時間をかけてつくられる織は、限りない拡が
りと奥行ある世界をつくりだすことができます。糸や
染めの選択に想像を巡らせながら、じっくりとご堪能
いただければ幸いです。

わざゼミ染織講座の受講生は粘り強い努力家ばかり。今回は、技
術を追究してきた彼らが、表現について深く考えるきっかけとなり
ました。会期中は作家が在廊予定ですので、染めや織について興
味のある方はぜひ、声をかけてみてください。

武本彩子（アート・コーディネーター）

伝統工芸の技術の継承と若手作家の育成を目的とした
「わざゼミ」事業では、伝統工芸に強い関心を寄せる
人を対象に、これまで染織、木工、作庭など、さまざま
な講座や実習を開催してきました。毎年夏に開催して
いる染織体験講座の受講生は、講座終了後も積極的
に集まり勉強会を行うなど、意欲的に創作活動を続け
ています。
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わざゼミ染織作品展 『瞬
とき

を彩る』
会期：	3月13日（金）－21日（土）
	 10:00－20:00	※最終日は17:00まで
	 ※会期中無休・入場無料
会場：大広間
※イベント情報（P2）もご覧ください

KAC アーティスト・イン・レジデンスプログラム2014
インバル・オシュマン×ヤネッツ・レヴィ
“The Cuckoo’s Cry” ダンスパフォーマンス＋映像上映
日時：	3月29日（日）開場16:30	開演17:00
会場：	フリースペース
料金：	無料（事前申込不要）
※イベント情報（P2）もご覧ください

KAC アーティスト・イン・レジデンス プログラム2014

わざゼミ染織作品展 『瞬
とき

を彩る』

インバル・オシュマン×ヤネッツ・レヴィ

“The Cuckoo’s Cry”

インバル・オシュマン
テルアビブ（イスラエル）にて数年、振付家とし
て活動し様 な々ダンス作品をつくる。2006年
よりコンスタントに各地のダンスフェスティバ
ルで作品上演を行う。

ヤネッツ・レヴィ 
イスラエルで最も人気のある児童本「ぼくの
レオおじさん」の著者。2014年10月に日本で
も刊行された。7年前からインバルのパート
ナーとなり、ドラマトゥルクとしてインバルと
ともに作品をつくる。

PROFILE

PARASOPHIAサポートスタッフウェブサイト
www.paravol.jp

PARASOPHIA 公式ウェブサイト
www.parasophia.jp

わざゼミ2013「自分で染める	自分で織る」講座風景

Aernout	Mik,	Speaking	in	Tongues,	2013.	Multichannel	video	installation.	
Photo	by	Florian	Braun,	courtesy	of	the	artist	and	carlier	|	gebauer

車いす研修の様子

日本人でさえ、俳句の言葉の微妙なニュアンスを理解するのに苦
労しますが、言葉のわからない二人にとってはなおさらです。だか
らこそダンスで表現することに意欲的な彼らの作品を、多くの人
に見ていただきたいと思います。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

M-stabat	Mater	2013


